
量の補助メモリを必要とします｡近い将来､ ｢ビ

デオCD｣といわれる製品が出てきますが､今ま

で音楽が入っていたCDに動画を入れるわけで相

当な圧縮がなされています｡でも､技術の進歩は

速いの̀で (この分野は3年で4倍の進歩をすると言

われています)今は遅かったり性能が悪くとも､

1年や2年はあっという間ですから､気が付いたら

結構便利だね､と思うでしょう｡今､皆さんの身

近にあるものではそのようなものが多いはずで

す.昔や映像を使った､人に優しい装置 (卦 手中

は高性能な計算機)が出現してJ､ます｡でも､ま

だ作っている人が ｢何が優しい｣のか結構分かっ

ていないので､まだまだ使いにくい装置は多いで

すね｡ ∧_∧;

もう1つの進歩は､ネットワーク;ですo今まで

は電話のような遅いネットワークでみーんな我慢し

てきたのですが､これからは今までの千倍も百万

倍も速いネットワークが出せきます.百万倍lSな

ると､さすがに従来の銅線では無理で､光で伝え

る光ファイバーが必要たなります｡ ｢テレビ電

話｣や双方向のテレビなどの技術は､このような

高速なネットワークに支えられています｡電話や

テレビのように､もともとネットワークを必要と

するものだけではなくて､計算機も高速なネット

ワークが出てきたおかげで､新しい使われ方をし

始めましたO世界中の計算機が､高速ま和事中速

のネットワークで結ばれています｡ ｢イン_タ-

ネット｣と言われるのは､とのようなネットワー

クで世界の3万の組織をつないでいます｡イン

ターネットでは､今､名前が分かっているだけで

200万台の計算機が､ネットワークを介して直接

つながっています｡ ｢つながっている｣という意

味は､相手の計算機の入口まで入っていけると

恵三てくださいO家は鍵を持った人しか普通は人

草毎 せん｡それ阜同じように､自分の登録してい

る名前~と対応する ｢パスワード｣を知っている人

しかアクセスできません｡

さて､このような技術があると我々の暮らしが

どのように変わるのでしょうか?ズバリ､便利に

なります｡時間を越え､距離を越え､国境を適え

て便利になります｡まずは道具が万能の計算機で

すから､お金さえかければ何でもできます｡で

も､いくらお金をかけてもできないものって一杯

あるでしょう｡人はいつかは亡くなりますし､好

き孝^の気持ちはなかなか分かりません.技術は

所詮技術ですから､それで解決できないことはた

くさんあります し､これからもそうでしょう｡人

間はそのために法律を考え､教育を行い､′倫理だ

とかエチケットだとかの制度や概念､哲学を出し

てきたのです｡これらのことはこれからの ｢ネッ

トワーク社会｣でもやっぱり大事な､さらに大事

なことになってきます｡今まで面と向かって議論

を行ってきたのに電話だと､つい本当の意見交換

にならなかったことがあるでしょう｡同じよう

に､電子メールだと手紙と同じなので､時間が経

つと斉かなか話がまとまらない時が出てくるで

しょう｡

少し否定的なことを先に書きましたが､上のよ

うなことを一応念張に置いた上でも､やっぱりい

ろいろなことが便利になります｡大学から幼稚園

までインターネ ットで結ばれますから､共通のよ

い講義や授業が受けれるし､教材も豊富になるで

し妄うO医療でもlCカードや持っていれば､その

人の今,までの身体のデータが入.っていますから､
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暮らしを変えるインターネット

何処で倒れても近くの医者で診てもらえるでしょ

う｡診断されたデータは大きな病院の診断システ

ムで調べられるので､可能性が非常に少をくと

も､疑わしい病気の名前の一覧と可能性の確率

が､また希望すれば､より詳 しい情革が画像を

使って送られてくるでしょうO家庭では､冷蔵庫

や電子レンジなどの製品がネットワークに結ばれ

ているので､食糧の在庫管理ができますし､今ま

での家族の食べたものの記錦が家の計算機に入っ

ているので､献立も家族の時好を考えながら表示

されます｡近所のスーパーや有名レストランと通

信 して､旬の料理や料理のヲツを聞くことも可能

です｡家庭から銀行を通して送金も可能だし､銀

行の残高が分かります｡お金を_持っている人には

資金運用にも乗ってくれるでしょう｡新聞は紙で

の宅配はなくなっていくでしょうね｡ネットワー

クを通して配信され､必要なら音声で読んでくれ

たり､絵 も必要なら動画になるでしょう｡新聞

も､雑誌も､本埜 ラジオも､テレビも融合され
るでしょう｡分からないことは､世界中の図書館

に即時に開けるようにもなるでしょう｡

言い出せぼきりがあり享せん｡でも､これらは

本当に難しい新しい技術の開発が必要ではなく､

システムの作 り方と法律の規制緩和などの問題な

ので､間違いなくできると思います｡実際にはい

ろいろな細かい問題はあるのですが､着実に解決

されてい草す.計算機とネットワークが結合した

新 しい枠組が動き出すので､ ｢産業革命｣とまで

言う人もいるくらいです｡今､私はコンピュータ

の画面上に映る阪大の計算機センターの部屋と､

アメリカのある研究室の部屋を映す画面と､音声

会議の画面を開きながらこの最後の文章を書いて

います｡朝は家から研究室にMacintoshでログイ

ンして文章を入力していました｡これをやってい

る間もメールやニュースが飛び込んできていま

す｡私達にとって日常的なことがいずれ社会全体

で当たり前になるでしょうね !

L･-:･･十･一旦:い.:･'Jt;LLござ:,!･.lJT:,.鳶膚

1.パソコン通信

ユーザーはパソコンや専用ワープロを償ってホ

ストに接続します.ホスト機はプロップの場合

はパソコンですが､ニフティ･サーブやPC_

VANなどでは大型計算機や､ミニコンや､

ワークステーションが使われています｡使える

機能は電子掲示盤や電子メールが多く､情報を

共有したり情報を交換することにユ→ザ-は使

います｡ホス トに有用な情報や機能があり､

ユーザーがそれを使う時､ホス トをサーバ､

ユ-ザーをクライアント(顧客)と計算機の世界

では言います｡ホストにあるプログラムや文書

ファイルをダウンロードするのは､このような

サーバ ･クライア_1/トの実現の1つの方法で

す｡パソコン通信はホス､トが1台で (ニフティ

では百台以上のミニコンで1つのホス ト機能を

分担している)､そこにユーザーが通常､電話

を通して接続しています｡つまり､パソコン通

信はlつのネットワーク･システムです.

～.いろいろなネットワーク･システム

ネットワーク･システムには大学のネットワー

クのように研究や教育のためのネットワーク

や､企業のネットワークのように開発や営業等

に使われたり､またパソコン通侶のようなもの

もあります｡それぞれをネットワークと言いま

す｡

3.インターネット

インターネットとは､このような多くのネット

ウ-クを相互に結ぶネットワークです｡ネット

ワークのネットワークとも言いいます｡イン

ターネットでは1つのネットワーク ･システム

を下メインと言います.ネットワークで結ばれ

ずに1台の計算機でもいいのです｡だから､プ

ロップは1つのドメインであり､
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特別寄稿

PrQP,Or･JP

の名前を最近取得 しました｡jpは日本であり､

orはorganizationを指 し､学術(ac)､企業(co)､

政府系(go)以外の属性を持つものに与えられま

す｡たとえば､

osaka-u.ac.jp 大阪大学

kubota.co.Jp クボタ

kantel.gO.Jp 首相官邸

などです｡pmpはパソコン通信を持つ組織とし

て承認されているわけです｡prop.or.jpの下にど

のようにサブドメインを作ろうと､名前の作り

方のルー【ルを守れば許されます｡将来､梅田以

外に神戸や京都や和歌山にプロップの支部を

作って､それらをプロップネットの中でどのよ

うに接続しても構いませんし､内部でどのよう

な使い方をしても構いません｡ただ､プロップ

からインターネットに出る時には､インター

ネットの約束は守らなければなりません｡約束

とは､電子メ-)I,の形式とかですOだから､プ

ロップネットがパソコン通倍であっても構わな

いのです｡ニフティやPC-VAN等の大手のパソ

jン通信は､以下のようにインターネットのい

ろいろな使い方ができます｡

･パソコン通信から世界中の計算機に接続する

･パソコン通信から世界中の計算機のPDSファ

イルを取ってくる

･ニュースを交換する

要するに､パソコン通信は1つのネットワー

ク･システムであり､インターネットはいろい

ろなネットワークシステムを相互接続したネッ

トワーク同士を繋ぐネットワークなのですO

筆者紹介 中野秀男

昭和23年1月1日 大阪市生

昭和50年3月 大阪大学 大学院工学研究科通信工学専攻博士課程終了工学博士

昭和50年4月 大阪大学 工学部通信工学教室助手

現在 同助教授

甥在の研究テーマ

○組合せ最適化問題に対する近似解法 ○計算幾何学 ○暗号理論と情報セキュリティ

○ソフトウェア開発環境

興味ある技1//q

Oハイパーテキストの概念を用いたプログラム開発環境 ○ネットワークとワークステーション

○暗号解読 ○シミュレーテイド･アニーリング法と遺伝アルゴリズム

外部団休

○電子情報通信学会会員 (情報セキュリティ専門委員会委貞) ○情報処理学会会員

○ソフトウェア科学会会員 ○日本オペレーションズ ･リサーチ学会会員

○システム制御情報学会会員 ○日本応用数理学会会貞/○IEEE正会員

OACM正会員 ○ソフトウェア技術者協会代表幹事

○関西ネットワーク相互接続協会 (WINC)代表幹事 ONeXUS関西支部幹事
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二.___- -
M 0 A l リ

｢企業人募集 !障害者にパソコンを教

えよう｡｣

私が｢プロップ･ステーション｣を知っ

たのは昨年の2月のことである｡ある新

聞の社会面に募集記事が載っていたの

だOそれまで障害をもつ人に対するボラ

ンティアというと､身の回りの介助を想

像していた私にとってパソコンの知

識､アプリケーションの知識を教えるた

めのボランティアが必要とされている

ことに非常に興味をもったことを覚え

ている｡

実際に現場へと訪れ､セミナーを見学

したり､障害をもつ人と話をしたりして

みて､彼らにとってパソコンというのは

かなり大きな役割を果たしていること

を知ることができた｡彼らが不自由だと

感じているところをパソコンは補うこ

とができるのだ｡例えば手の不自由な人

には書く手段 となり､耳や口の不自由な

人にとっては自己の意志を反映する手

段として社会参加への強力な武器とな

っている｡

what'S プロップ･ステーション?

｢プロップ･ステーション(略称プロッ

プ)｣は､社会は障害をもつ人とともに構

築されるものだというノーマライゼー

ションの達成を目指し､1991年5月に発

足した市民団体である｡ノーマライゼー

ションとは障害者や高齢者の施設を遠

くにつくり隔離･分断するのではなく､

障害者も高齢者もすべて人間として普

通に生きていくことができる社会充実

をはかり､医療･教育･福祉の統合化を進

め､心身障害者の自立的な生活を保障す

July1994JUSTMOAt089



M OAlリポート
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ノーマライゼーションをめ ざして

べきであるという考え方である｡このよ

うな考え方が広がってきてはいるが､現

状では障害をもつ人は職業選択の乏し

さなど､就職の際に不利な点が多い｡

プロップ･ステーションではこの点を

何 とかしなければ､ということで企業 と

の接点を探 し､コンピュータにその可能

性があるという結論に達した｡コンピュ

ータは障害をもつ人にとって､その障害

がハンディとなりにくく､また在宅勤務

も可能 となる｡そこでコンピュータ･セ

ミナーを開講 したわけであるが､その目

的は3'ンビュータを教えることのみで

はな く､実際の就労が目的である｡

｢プロップ｣というのは支え合うとか

葺柱 という意味である｡企業 と障害者､

障害者 と障害者､障害者と社会のどちら

かが一方を支えるのではなく､どちらも

が支え合 う関係をめざしたいという気

持ちをこめて命名 された｡その活動はコ

宰ピュ_-タ･セ ミナーの開催､機関誌発

行､相談事業 (自立に関する)､イベン ト

やシ¥ポギカムの開催､パソコン通信ホ

098JU!TMP冬IJuly1994
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ス ト局の開設､などが 奉げられるO-

現在､事務所 は社会福祉法人大阪ボ

ランティア協会の中にある｡会員は約150

人｡障害の有無を問わずプロップの主旨

に賛同する人たちばか りである｡

その代表 を務 めるのが竹 中ナ ミさ

ん｡彼女には重症心身障害の娘さんがい

る｡その娘さんをもって知ったのが､日本

の福祉が｢分ける｣ことから始 まってい

るという現実｡

｢現在､身体障害者の出生率が約3%､

内臓の障害や精神障害などの人を含め

ると10%近いと言われています｡しか

し､私たちの生活半径の中でその10%の

人たちがいるかというと､実際はいない

のです｡それが日本の(おかしさ)の出発

点だ と思 い ます｣o竹 中 さんはこうい

う｡

障害をもつ人にとっては訓練所から

養護学校､そして卒業後には施設か作業

所､最後は家族が世話をするしかないと

いうお定 まりのコースしかないわけで

ある｡｢この隔離政策が生んだ悲劇をい

くつも見てきましたし､結果的に日本で

は障害者 と社会 (行政や企業)が敵対関

係をとらざる~を得ないのだと痛感 しま

した｣｡

福祉先進諸国ではノーマライゼ-シ

=葵ンの理念が発達 しているが､E]本でこ

誠を実現するためには､障害をもつ人自

身が殻に(閉 じこもることなく､アクティ

ブな働 きかけを社会に対 して行ってい

かなければならない､また､それに応える

人たちとの出会いの場を造っていかな

ければならないという考えのもと､彼女

の20年近い経験を基に障害をもつ人 と

もたない人が互いにプロップ(支え合い)

しながら､自立 と社会貢献を目指すこと

を目的 としてプロップ･ステーションが

設立された｡

出会いの場 - コンピュータ･セミナー

その活動のメインであるコンピュー

タ･セ ミナ ー は現 在､ア ップ ル 社､

NEC､その他ソフトハウスなどの協力を

得てマッキントッシュコースとNEC9

8コースにわかれて行われている｡それ

ぞれ第-線で活躍する企業人50名がボ

ランティア講師 として20数名の障害を

もつ人にコンピュータの技術指導を行 ノ

っている｡セミナーは夜間に設定 されて

お り､ただ単に企業人がパソコンの技術

を教えるというだけでなく､企業人 と障

害をもつ人 との出会いの場 として考え

られている｡企業人 と接することにより

障害をもつ人側は働 くことの難 しさや

責任感を､企業人は障害をもつ人の働 く

ことへの意欲や能力を感 じているよう

だ｡現在不況ということもあり､まだ実際

の就労に結びついてはいないが､受講中

にボランティア企業人の会社でアルバ

イ トを経験 した人もいる｡

｢私たちスタッフは出会える場所をセ

ットしました｡それから先は障害者がい



かにうまくボランティアで集まってく

れた企業人を活用できるか､企業人も教

える､教えられるという関係をいかに越

えられるかです｡出会いの場所を作るこ

とによって､障害者が ドアを叩くだけで

なくこ内側からもドアを開いてくれる人

が出てくるかもしれません｡｣(竹中さん)

プロップ･ステーションの準備した出

会いの場ではこうして何かが少しずつ

生まれているという｡参加しているほと

んどの障害をもつ人は､働 くことに憧れ

ているにすぎず､その社会的責任までは

考えていなかった｡ところが､企業人と出

会うことによってビジネス社会の現状

の厳 しさを感 じてきているそうだ｡ま

た､企業人側からするとこんなにコンピ

ュータを使いたいという意識があると

は思わなかった､こんなにコンピュータ

を使いこなす能力があるとは思わなか

ったという｡はじめはボランティアとし

て同情的な気持ちで参加 していたが､も

しかしたら自分の仕事を任せられるか

もしれない､同僚として迎えられるかも

しれないと言う人もでてきているよう

だ｡

情報交換の場- ｢フランカー｣

またプロップ･ステーションでは､年

に4回｢FLANKER(フランカー)｣とい

う機関誌を発行し活動の報告やいろい

ろな情報を発信 している｡この｢フラン

カー｣の編集も障害をもつ人ともたない

人が一緒になって作っている｡編集長で

ある桜井龍一郎氏は現在30歳｡大学2年

の時に器械体操の練習中に障害を負

い､胸から下と腕の一部の感覚が麻痔し

ている｡現在彼はCG製作会社 に就労

し､在宅勤務としてベッドの上で入力作

業を行っている｡そしてボランティアと

してこの｢フランカー｣の編集長 として

社会貢献を果たしている｡

｢フランカー｣のスタッフには編集長

をはじめ重度障害者が多数いるため､編

集の打ち合わせ､校正などをパソコン通

信で行っている｡この通信ホス トは独自

のホスト局(プロップNET)で､現在200

人以上の人が登録している｡このネット

には障害者だけでなく､セミナーのボラ

ンティアである企業人なども多 くアク

セスしており､日常の会話からコンピュ

ータ関係の質券至応答など幅広い内容が

特徴のようだ｡またこのネットの独自企

画としてホス トがシスオペをつとめる

｢Accessはまころいす｣というボー ドが

ある｡｢はまころいす｣とは｢はま｣が関西

の方言でタイヤのこと､｢ころ｣はころが

すの意､つまり車椅子のことで､これはホ

ストの坂上正司氏の造語である｡外出に

際して車椅子での街のアクセスが実に

細かぐ情報交換されている｡坂上氏は現

在29歳｡高校1年生の時にラグビーの試

合中に障害~を負ったそうだ｡

以前にもこのMOAIで書いたことが

あるが(94年1月号｢キータッチに思いを

こめて｣)､障害をもつ人にとってパソコ

ン通信というのはかなり重要な位置を

占めるよう恵⊃｢友人 と電話でおしゃべ

りをしたいという夢が叶った｣｢コミュ
ニケーションの手段 として｣｢いろいろ
な情事削こアクセスできたり､いろいろな

人の意見を聞けたりするので視野が広

がった｣などの意見を聞くことができる｡

自分の人生を自分自身で

マネージメントし､コー｣デイネートする

竹中さんにもう少し詳しくお話を開

くことができた｡

現在の社会と障害者の問題は何

でしょうか ?

竹中 :就労の問題でも教育の問題でも

そうなのですが､障害をもって生まれて

きていちばん欠けているものは､選択肢

なのです｡養護学校に行 くか行かない

か､就労できるかできないか､替どは二者

択一で選択肢とはいえませk｡日本の場

合は障害者というのは｢保護されるべき

人々｣｢共に生きることが難しい人々｣と
いう認識が社会全体にあります｡そして

国の政策 もその前提に基づいて作 られ

ています｡アメl)カ流がtit指 はけっし

て言えませんが､アメリ嘉では障害者一

人ひとりが自分は独立じた人格をむっ

た個人であると

す｡もう少 し社会

という考え方から,J｢障害をもうた普通
の人々｣というような考え方になってい

くと､教育を受ける権利､働 く権利をもつ

のが当然 という社会になっていくと思

うのですが｡

July1994JUSTMOAl0g1
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｢フランカー｣の編集スタッフ｡上からプロップNETのホスト
もつとめる坂上正司きん､編集長の桜井龍一郎さん､松村

泰江きん(左)と松村依美子さんD

- 社会側ではなく､障害者側の考え

はどうでしょうか｡

竹中 :これまで障害者側は主に福祉政

策の対琴 として位置づけられてきまし

たが､文明t_経済や情報機構の発達に伴

い障害をもつ 多 くの人は社会参加や社

会貢献Jヽの想いを抱いてきています｡自

らが社会問題皐してのみ存在すること

を否定 し嘩じめていますO

- 塊状では我々にとって障害をもつ

092JUSTMQAJJury1994
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人 と接触する機会がかなり少ないです

よね｡そんな機会を与えるためにコンピ

ュータ･セ ミナーやシンポジウムの開

催､パソコン通信を使ってのコミュニケ

ーションの場所を提供されているわけ

ですが､竹中さんの｢プロップ･ステーシ

ョン｣はどうありたいかという考えを教

えて くださいO

竹中 :これまで私の見てきたボランテ

ィア活動の多 くは､障害者に優しくしよ

う､暖かい手をさしのべようといった活

動でしたO障害者 も何か行動を起こす場

合､介助をしてくれる人を見つけてから

行動を起 こしてました｡でもこれではい

けないのです｡自分が動いてからその活

動与羊賛同してくれる人を探す､その活動

に自然 と人(ボランティアなど)が同調

するようにならなければいけないので

す｡障害者がノーマライゼ-シ､ヨンを訴

え､障害をもった普通の人として社会生

活を送 るためには障害者自身が自分の

人生を自分でマネージメントしコーデ

ィネー トできなければなりません｡この

2つができることが社会的自立だと私

は思っています｡どんなに重い身体障害

をもつ人も努力すればこれは可能だと

信 じています｡ですから､プロップはその

ために必要な適切Jなサポー トとア ドバ

イスをしていきたいのです｡

なるほど｡ですからプロップ･ステ

ーションはコンピュータ･セミナーに来

るための介助の紹介などはされていな

いのですね｡

竹中 :そうです｡冷たいようですが､社会

に出ると自分で道を切 り開いて行かね

ばなりません｡ですから外出介助者や手

話のボランティアなど､自分の力で探し

てセ ミナ一 こ々参加 していただいていま

す｡どうしても見つからなかった､都合が

つかなかった時のみサポー トさせても

らっています｡

これからのプロップ･ステーショ

ンの方向性をお話 しください｡

竹中 :今までに主に福祉行政の枠組み

の中に位置づけられてきた障害をもつ

人たちを､社会を構築する一員として迎

えていくためには､市民意識の変革だけ

でなく労働行政 と厚生行政の真の連携

など施策面の取 り組みが必要です｡また

企業で働 く人をはじめ､このような活動

に｢自発的に｣関わるボランティアの力

がもっともっと必要です｡プロップは､そ

の活動を通 じ､自然体で障害者 と企業･

行政のパイプ役が果たせるようになっ

ていきたいと願っていますO

取材をしていて

プロップ･ステーションのコンピュー

タ･セミナーもまだ始 まって 1年半 ぐら

いである｡ほとんどボランティア講師で

成されているセミナーのため､まだ内容

自体は甘さを感 じるところもあるOま

た､これまで社会に出る機会の少なかっ

た障害をもつ人がいろいろな人と知 り

合えるので､勉強のためにセミナーに来

るというよりも友人と会 うためにセミ

ナーに来ているという部分 もあるよう

だ(すべての人がそういうわけで昼ない

であろうが)｡社会的な面では不況 とい

うこともあり､このセミナーからまだ正

式な就労には結びついていない｡が､つぼ

みは充分脹 らみかけている｡これからが

楽 しみである｡

また､私自身の意識 も変革できた｡最

初はボランティアは障害をもった人に

対して優 しくしてあげる､手助けをして

あげる､という気持ちであった｡結局､今

思ってみるとすべて｢あげる｣､こちらの

立場が上なのである｡ボランティアとし

てそういう考えで接 している人は長続

きしないようである｡いかに障害をもっ

た人とフランクにつき合えるかではな



いであろうか｡またコンピュータのハー

ドやソフ トの面がすべて健常者が使い

やす く作 られているということ｡自分で

は使いやすかった機能が障害をもった

人には使いづらい機能だったり､使えな

い機能だったりするのである｡この辺は

本当に私 も彼 らに接 してみて初めて気

づいたことばかりである｡竹中さんのお

っしゃる｢お互いが隔離されていろ社会｣

に育 った私はほとんど障害をもつ人 と

接することなしに生きてきた｡いかに自

分中心の目でしか物を見ていなかった

か という自分 を痛感することがで き

た｡

ここまで読まれてお気づきの方もい

るかと思うが､今回のリポー トでは視覚

に障害をもった人についてまった く書

かれていない｡視覚障害者にもセミナー

をという案 もあったそうである｡しか

し､視覚障害者の多くはセミナー会場に

1人で来 られないというのが現実であ

った｡そこでプ ロップ･ステーションに
バ ン ガ - ド

視覚障害部｢VANGUARD｣が発足 し

た｡目が見えなくても1人で街を歩きた

い とい う想 いに応 えるた め､VAN-

GUARDではそういう視覚障害者に音

声でのアクセスマップを作ろうという

企画が持ち上がり､現在製作に入ってい

る｡街の地図をデータベース化して音声

装置付きのパソコンで情報を提供 しよ

うというのだ｡そのVANGUARDの活

動については次回にレポー トさせてい

ただ く｡ ⊂⊃

●プロップ･ステーション

〒530大阪市北区同心ト5-27

(社福)大阪ボランティア協会内

TEL&FAX06-881-0041

●プロップNET
O6-882-5393

GUEST可 1.200-14,400bps プロップNETの｢はi=ろいす｣の記凱
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
を
マ
ス
タ

ー
す
る
こ
と
で
'
障
害
者
の
職
業
的

自
立
を
目
指
す
全
国
で
も
例
の
な
い

ミ
ニ
授
産
施
設

｢プ
ロ
ッ
プ
･
ウ
イ

ン
グ
｣

(大
阪
市
北
区
)
が
ス
タ
ー

ト
し
た
｡
C
A
D

(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
設
計
)
な
ど
本
格
的
に
パ
ソ
コ
ン

を
駆
使
す
る
施
設
で
'関
係
者
は
｢将

来
は
会
社
阻
織
に
発
展
さ
せ
た
い
｣

と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
｡

に
つ
な
ぐ
施
設
と
し
て
｢ウ

ン
グ
｣
の
構
想
が
生

大
阪
市
か
ら
年
間
五

円
の
助
成
も
受
け
る
｡

今
の
と
こ
ろ
､
通
う
障
害
者

は
二
十
五
歳
か
ら
四
十
八
歳
ま

で
の
男
女
五
人
｡
い
ず
れ
も
重

度
で
､
四
人
は
車
い
す
｡

C
A
D
を
使
っ
た
産
業
機
械

の
設
計
会
社

｢ソ
ラ
ー
ナ

テ

ク
ノ
｣

(大
阪
市
港
区
)
が
全

面
協
力
｡
当
面
､
出
来
上
が
っ

て
い
る
手
書
き
の
図
面
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
取
り
込
む
ト
レ
ー
ス
の

技
術
を
学
ぶ
｡
苧
b
に
､
商
店

画

障
善
書
の
就
労
を
支
援
し
て

や
中
小
企
業
の
会
計
シ
ス
テ
ム

い
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

｢プ
ロ
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣

(大
阪
市
北
区
'
竹
中
ナ
ミ
代

義
)
が
設
立
し
た
｡

〓
年
前
か
ら

｢障
害
が
あ
っ

=･([て
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
を

学
べ
ば
､
ハ
ン
デ
を
感
じ
る
こ

と
な
く
就
労
で
き
る
｣
と
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
｡
こ
れ
ま
で
に
約

㍍八
十
人
の
障
害
者
が
､
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
な

～ど
の
技
術
を
学
ん
で
き
た
｡

し
か
し
､
限
ら
れ
た
講
習
期

間
で
ー葺

戯
労
レ
ベ
ル
に
達
す

芽

は
難
し
く
､
実
際
の
仕
事

の
受
注
も
目
指
す
｡

同
社
の
草
榔
健
社
長
(四
七
)は

｢官
公
庁
や
企
業
の
手
書
き
の

図
面
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
れ

ば
､
新
し
い
図
面
を
書
く
場
合

で
も
共
通
部
分
は
簡
単
に
使
え

る
｡
需
要
は
増
え
る
は
ず
で
､

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

も
付
き
合
え
る
｣
と
話
す
｡

労
働
省
障
害
者
雇
用
対
策
課

は

｢
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
障
害
者
の
職
域
を
拡
大
す
る

試
み
は
画
期
的
｡
重
度
障
害
者

へ
大
い
に
励
み
に
な
る
｣
と
期

待
を
寄
せ
て
い
る
｡

ス
タ
ート
し
た
障
害
者
の

〟
ハ
イ
テ
ク
″
ミ
ニ
痩
産
施
設

実務部門プロップ･ウイングの運営

-1大阪市からの助成金により､企業との連携をとりつつ上級者コースのセミナーなどを実施しています｡将

に､教育 ･研修 ･開発部門と､障害を持つ人と持たない人が対等に働く企業部門とに発展していくこと

指しています｡専従の所長 鈴木重昭が､ボランティア講師の皆さんとともに､技術指導を担当してい
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～ま`

ば
仕
事
二
筋
､
戻

み
は
家
で
ゴ
ロ
寝

と
い
わ
れ
た
の
は
､
ひ
と
苫
前
｡
共

働
き
の
増
加
や
週
休
二
日
制
の
広
が

り
で
､
そ
の
役
割
は
微
妙
に
変
化
し

つ
つ
あ
り
､
仕
事
以
外
に
多
彩
な
顔

を
も
つ
元
気
な
お
父
さ
ん
が増
え
て

い
る
｡あ
す
十
九
日
は
｢父
の
日
｣
､

お
宅
の
お
父
さ
ん
は
?

マ
ン
だ
.

い
エ
ソ
ぎ

lア
た
ち
が
時
間
を
割
い
て

ん
O

｢
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
日
進
月
聖

ー
く
れ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
､
さ

ク
ボ
タ
素
形
材
事
業
部
潤
葡
化
推
進

そ
れ
だ
け
に
実
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い

す
が
日
本
株
式
会
社
の
布
父
さ
ん
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
長
補
佐
の
柳
原
秀
基

る
人
の
生
き
た
知
識
が
ほ
し
い
.
忙
し

ち
､丁度
量
は
広
か
っ
た
｣
と
竹
中
さ

さ
ん
(三
八
)も
､
度
量
を
買
わ
れ
た

一̀

｢仕
事
一

筋
｣
｢休
み
は
ゴ
ロ
寝
｣返
上

い
る
｡
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
寄

せ
ら
れ
る

｢私
も
参
加
し
た
い
が
-
｣

と
い
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
層
か
ら
の
相

談
は
､
こ
こ
十
年
で
四
倍
に
｡
企
業
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
へ
の
指
導
員

派
遣
も
昨
年
度
は
百
三
十
八
回
と
､
前

年
の
二
五

倍
に
の
ぼ
っ
た
｡

◇
よ
き
市
民
◇

社
団
法
人
･
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会

(大
阪
･
北
区
)
た
事
務
局
を
置
く

｢プ
ロ
ッ
プ
･
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣

(代

表
､
竹
中
才
へき
ん
)
は
､
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
利
用
し
て
障
害
者
の
自
立
を

支
援
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
｡
障
害
者
運

動
を
進
め
て
き
た
竹
中
さ
ん
が
､
こ
れ

か
ら
の
障
害
者
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
I
技

能
は
欠
か
せ
な
い
､
と
三
年
前
か
ら
始

め
た
｡
週

F
回
の
撃
1rh
l
や
パ
ソ
コ
ン
通

借
な
ど
の
活
動
を
支
え
る
の
は
､
五
十

人
を
超
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
ス
タ
ッ

フ
｡
ほ
と
ん
ど
が
､
現
役
の
サ
ラ
リ
ー

鹿味を大切にし
て

∴.〟

日分らしく生きている

社会や人々のために
役立?事をしてい季

親子伸よくなごやかを
家庭を作っている

仕事一筋に
うちこんでいる

社会や時間に縛られな
いで自由に生きている

02040
,
駆

80(%)〔くもん子ども研究所小康聾重野もつ父親5
68人)

多彩な顔持ち輝い七ます/

人｡1年はど前､パソコン通信仲間だった竹中さんからメーン･コンピューターの修理を相軟されたのをきっかけに活動に参加した｡パソコン通信で送られてくる質問に答えるのが役目で､媒急を要することもあるので毎日のチェックは欠かせない｡｢歓んで帰ったときなどは､ちょ丁としんどい｡でも､組織に縛られない自分の世界をもつ楽しさを覚え,(この四月からは地域の子ど監房会長も引

き受けてしまった｣

こんなお父さんは確実に増えて

同協会事務局長の早瀬昇さんは｢よき企業人､よき家庭人であると同時にハよき市民であろうというのがいまのサラリーマンのトレ

ンド｣と話す｡

産経新聞 -
･平成6年6月jL:8日1=掲載
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